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● 道内先進地視察研修－清水町での災害対応木造応急仮設住宅視察の様子 ●

YouTubeによるインターネット議会中継配信中！
議会だよりでは伝えきれない本会議等の様子を随時配信しています
ＱＲコードを読み取って、タブレット端末及びスマートフォンからもご視聴いただけます

第２回定例会　
一般質問
　・アフターコロナに向けた観光振興の仕組みづくりの考えは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山森　清志 議員）
　・酪農は経費高騰で厳しい状況にあり、地方自治体の対応では限界がある
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高橋　　透 議員）
第２回臨時会
　新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金の関連事業費などを計上
令和４年度北海道町村議会議員研修会及び道内先進地視察研修報告
あなたの声を村議会に聞かせてください（浜鬼志別 千葉　諭さん 由佳里さん）



一 般 質 問 村政を問う！

議員 山森　清志
やま もり きよ し

一 般 質 問
モバイルサイト
Ｑ Ｒ コ ー ド

次期総合計画などの策定を
　　　　　　　進める中で検討する

アフターコロナに向けた観光振興の
　　　　　　　仕組みづくりの考えは

一 般 質 問
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問答

問

問
　
　
　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お

　
　
　
け
る
地
域
活
性
化
に
つ

い
て

　
２
年
以
上
に
渡
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
世
界
経

済
は
低
迷
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

日
本
に
お
い
て
も
、
あ
ら
ゆ
る

業
界
で
影
響
が
及
ん
で
い
る
。

し
か
し
徐
々
に
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
向
け
、
規
制
緩
和
も
さ
れ

て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

　
特
に
観
光
関
連
に
お
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
現
在
で
は
、

社
会
の
形
態
や
考
え
方
が
変
化

を
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
道
の
駅
の
再
開
発
や
新
た

な
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
、

官
民
一
体
と
な
っ
た
仕
組
み
づ

く
り
に
つ
い
て
村
の
考
え
を
お

聞
き
し
た
い
。

　
　
　
道
の
駅
の
再
開
発
に
つ

　
　
　
い
て
は
、
昨
年
度
か
ら

３
か
年
計
画
で
子
ど
も
広
場
ゾ

ー
ン
と
位
置
づ
け
、
遊
具
の
整

備
を
順
次
進
め
、
来
年
度
に
は

複
合
遊
具
や
ブ
ラ
ン
コ
や
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
な
ど
の
設
置
を
予
定

し
て
い
る
。

　
今
後
の
再
開
発
に
向
け
て
は
、

コ
ン
セ
プ
ト
や
事
業
規
模
、
財

源
の
確
保
な
ど
多
面
的
な
検
討

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
策

定
作
業
を
進
め
て
い
る
事
業
継

続
計
画
や
次
期
総
合
計
画
の
策

定
時
に
、
具
体
的
な
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

問 問

　
新
た
な
観
光
資
源
の
掘
り
起

こ
し
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
南
宗
谷
地
域
を
対
象

と
し
た
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
可
能
性
に
係
る
実
証

事
業
と
し
て
、
道
内
の
大
学
や

北
海
道
エ
ア
ポ
ー
ト
株
式
会
社
、

宗
谷
総
合
振
興
局
な
ど
と
共
同

事
業
と
し
て
、
秋
に
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
予
定
で
あ

り
、
現
在
、
事
業
内
容
に
つ
い

て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
観
光
資
源
の
掘
り

起
こ
し
に
向
け
て
は
、
担
当
課

の
職
員
や
関
連
団
体
な
ど
と
も

模
索
を
し
て
い
く
。

　
官
民
一
体
に
向
け
た
仕
組
み

づ
く
り
で
は
、
観
光
ま
つ
り
が

中
止
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

物
産
を
メ
イ
ン
と
し
た
秋
の
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
を
検
討
し
て
い

る
。
　
観
光
振
興
は
、
官
民
が
一
体

と
な
っ
て
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
成
り
立
た
な
い
も
の
な
の
で
、

関
係
団
体
と
協
議
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　
　
今
年
度
の
執
行
方
針
で
、

　
　
　
観
光
Ｐ
Ｒ
強
化
に
よ
る

認
知
度
向
上
と
誘
客
促
進
と
あ

る
が
、
具
体
的
な
計
画
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
を
お
聞
き
す
る
。

　
　
　
観
光
Ｐ
Ｒ
と
し
て
は
、

　
　
　
牧
草
ロ
ー
ル
に
文
字
を

書
い
た
も
の
を
設
置
し
て
観
光

客
か
ら
は
、
写
真
撮
影
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
評
判
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

　
誘
客
促
進
に
つ
い
て
は
、
５

月
に
観
光
協
会
と
村
と
で
九
州

を
中
心
に
各
旅
行
会
社
の
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
に
営
業
し
て
き
た
成

果
も
あ
り
、
徐
々
に
観
光
客
が

増
え
て
い
る
。

　
今
後
は
感
染
症
対
策
を
し
っ

か
り
し
た
上
で
道
の
駅
ま
つ
り

の
開
催
な
ど
、
観
光
協
会
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
執
行
方
針
の
中
で
食
材

　
　
　
や
地
場
産
品
の
知
名
度

の
向
上
と
も
計
画
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か

お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　
現
在
、
さ
る
ふ
つ
ア
イ

　
　
　
ス
の
イ
チ
ゴ
を
開
発
し

て
発
売
し
て
い
る
。
地
元
の
商

店
の
売
り
上
げ
や
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
で
も
好
評
を
得
て

お
り
、
今
後
も
地
元
の
食
材
を

使
っ
た
新
商
品
を
開
発
し
て
地

場
産
品
の
知
名
度
向
上
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　
　
　
近
い
将
来
、
誘
客
の
促

　
　
　
進
に
よ
り
、
お
客
様
が

来
る
の
で
は
な
く
、
受
け
入
れ

る
側
が
お
客
様
を
選
ぶ
時
代
に

な
る
と
一
部
で
は
言
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
先
の
猿
払
村
の

観
光
に
つ
い
て
、
中
長
期
的
な

観
点
か
ら
も
観
光
業
の
事
業
計

画
を
考
え
て
ほ
し
い
が
、
村
の

考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　
道
の
駅
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
開
始
当
初
と
比
べ
、
利

用
目
的
や
方
向
性
も
変
化
し
て

お
り
、
ほ
か
の
地
域
と
の
差
別

化
に
よ
り
、
地
方
創
生
も
含
ん

だ
取
り
組
み
を
し
な
い
と
発
展

は
厳
し
い
も
の
と
な
る
と
考
え

る
。
今
後
、
令
和
８
年
度
か
ら

の
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
る

中
で
、
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面

の
両
面
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
ゼ
ロ
か
ら
作
り
上
げ
る

　
　
　
こ
と
は
非
常
に
難
し
い

と
思
う
が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

に
向
け
た
新
た
な
観
光
の
仕
組

み
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
（
答
弁
不
要
）

答

答

牧草ロールを使った観光ＰＲ
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問

問
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村政を問う！

問　　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
国
内
海
外
と
も
に

経
済
へ
の
影
響
及
び
生
活
環
境

が
様
変
わ
り
し
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
や
新
た
な
変
異
種
の
感
染
も

あ
り
得
る
こ
と
か
ら
、
予
断
は

許
さ
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
村
内
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
状
況
と
感
染
者
の
後
遺
症

等
の
発
症
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
６
月
24
日
現
在
の
接
種

　
　
　
状
況
で
は
、
１
回
目
87
・

８
％
、
２
回
目
87
・
０
％
、
３

回
目
78
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
４
回
目
の
接
種
は
、
重
症
化

予
防
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、

60
歳
以
上
の
方
、
18
歳
以
上
の

基
礎
疾
患
の
あ
る
方
、
そ
の
他

重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
医
師

が
認
め
た
方
が
対
象
と
な
っ
て

お
り
、
村
内
で
は
８
０
０
人
程

で
、
現
在
、
７
月
か
ら
９
月
の

接
種
に
向
け
体
制
を
整
え
て
い

る
。
　
後
遺
症
に
つ
い
て
は
、
保
健

福
祉
課
に
も
数
件
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
、
医
療
機
関
の
受
診
を

勧
め
て
専
門
医
を
紹
介
し
た
ケ

ー
ス
は
あ
る
が
、
多
く
の
方
は
、

医
療
機
関
に
直
接
受
診
さ
れ
る

た
め
、
村
で
は
全
体
把
握
は
で

き
て
い
な
い
。

　
　
　
拡
大
防
止
の
た
め
、
イ

　
　
　
ベ
ン
ト
や
会
合
等
の
中

答

問

問問

止
に
よ
り
、
将
来
の
地
域
活
性

化
へ
の
活
動
に
悪
影
響
が
出
る

と
危
惧
し
て
い
る
が
、
村
の
考

え
方
を
お
聞
き
す
る
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
長
期
に
わ

　
　
　
た
る
行
動
制
限
な
ど
で

村
の
活
力
が
低
下
す
る
の
で
は

な
い
か
と
強
く
感
じ
て
い
る
。

　
ふ
れ
あ
い
学
級
や
敬
老
会
な

ど
の
各
種
行
事
も
感
染
対
策
を

万
全
に
期
し
な
が
ら
、
徐
々
に

で
は
あ
る
が
、
再
開
の
方
向
で

進
ん
で
い
る
の
で
、
村
民
の
皆

さ
ん
に
健
康
で
活
力
あ
る
日
々

を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
基
幹
産
業
（
酪
農
業
）

　
　
　
の
展
望
に
つ
い
て

　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
世
界
経

済
及
び
国
内
の
経
済
が
一
変
し
、

酪
農
業
で
も
牛
乳
消
費
の
落
ち

込
み
や
生
産
に
必
要
な
全
て
の

経
費
が
高
騰
し
て
お
り
、
か
つ

て
な
い
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
地
方
自
治
体
の
対
応
に
は
限

界
が
あ
る
と
思
う
が
、
村
は
ど

こ
ま
で
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
酪
農
業
だ
け
で
な
く
、

　
　
　
産
業
す
べ
て
に
お
い
て

経
費
の
高
騰
で
大
変
厳
し
い
状

況
下
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
村
独
自
で
の
対
応
で
は
限
界

が
あ
る
の
で
、
北
海
道
や
国
に

対
し
て
要
請
・
要
望
活
動
を
行

い
、
打
開
策
を
見
出
し
て
い
く
。

　
　
　
村
営
牧
野
は
農
協
と
指

　
　
　
定
管
理
契
約
を
結
ん
で

い
る
が
、
農
協
の
合
併
に
よ
り

中
頓
別
が
入
り
、
地
域
が
拡
大

さ
れ
、
農
協
で
の
人
員
不
足
が

生
じ
、
村
営
牧
野
の
業
務
縮
小

を
考
え
て
い
る
と
聞
き
及
ん
で

い
る
。

　
村
で
は
、
そ
の
よ
う
な
話
を

聞
い
て
い
る
の
か
、
ま
た
農
協

と
の
間
で
協
議
は
さ
れ
て
い
る

の
か
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
村
営
牧
野
に
関
す
る
業

　
　
　
務
縮
小
に
つ
い
て
は
、

農
協
か
ら
具
体
的
な
説
明
を
受

け
て
い
な
い
た
め
、
農
協
側
に

実
情
の
聞
き
取
り
を
行
い
た
い
。

　
農
協
の
人
員
配
置
に
つ
い
て

は
、
村
と
し
て
言
え
る
立
場
で

は
な
い
が
、
将
来
の
酪
農
業
全

般
に
つ
い
て
、
農
協
と
継
続
的

に
協
議
を
行
い
、
酪
農
振
興
の

在
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
酪
農
に
と
っ
て
良
質
な

　
　
　
基
礎
飼
料
の
安
定
確
保

は
重
要
で
あ
り
、
農
協
と
の
協

議
に
よ
っ
て
、
計
画
的
な
草
地

の
更
新
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
る
が
。

　
　
　
基
礎
飼
料
の
安
定
確
保

　
　
　
は
当
然
重
要
で
あ
る
の

で
、
今
後
も
農
協
と
協
議
を
行

い
、
道
営
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
、
草
地
整
備
を
継
続
し
て
実

施
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
基
幹
産
業
（
水
産
業
）

　
　
　
の
展
望
に
つ
い
て

　
ホ
タ
テ
以
外
の
育
て
る
漁
業

と
し
て
、
対
象
と
な
る
水
産
資

源
は
な
い
の
か
。
村
と
漁
協
の

間
で
話
し
が
行
わ
れ
て
い
る
の

か
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
新
た
な
栽
培
漁
業
に
つ

　
　
　
い
て
の
協
議
等
は
行
っ

て
い
な
い
が
、
実
現
可
能
も
含

め
、
漁
協
と
意
見
交
換
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
国
保
病
院
に
つ
い
て

　
　
　
今
後
の
国
保
病
院
の
あ

り
方
の
検
討
を
始
め
る
と
聞
き
、

建
物
を
修
繕
ま
た
は
新
築
す
る

の
か
を
判
断
す
べ
き
時
期
と
考

え
る
が
、
進
捗
を
お
聞
き
す
る
。

　
　
　
本
村
に
お
け
る
医
療
の

　
　
　
在
り
方
を
協
議
す
る
検

討
会
議
を
昨
年
８
月
に
開
催
し

た
が
、
そ
の
後
、
感
染
症
拡
大

の
影
響
も
あ
り
、
開
催
が
見
送

ら
れ
て
い
る
。
建
物
に
つ
い
て

は
築
40
年
以
上
経
過
し
、
老
朽

化
も
進
ん
で
お
り
、
次
期
総
合

計
画
に
向
け
て
改
築
等
の
検
討

を
進
め
て
い
く
。

　
今
年
度
は
、
内
部
で
の
再
検

討
や
本
村
と
同
規
模
で
運
営
し

て
い
る
道
内
の
診
療
所
等
の
視

察
を
行
い
、
方
向
性
が
あ
る
程

度
見
え
た
段
階
で
、
改
め
て
説

明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

一 般 質 問
モバイルサイト
Ｑ Ｒ コ ー ド

答

答

答答

議員 高 橋  　透
たか とおるはし

答

国や北海道に要請・要望活動を行い
　　　　　　　打開策を見出していく

酪農は、経費高騰で厳しい状況にあり
　　　地方自治体の対応では限界がある
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６
月
28
日
に
、
第
２
回
定
例

会
を
開
催
し
、
議
決
案
、
補
正

予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
て

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り

同
意
し
ま
し
た
。

【
寄
附
の
受
納
に
つ
い
て
】

（
物
品
寄
附
）

猿
払
村
商
工
会
女
性
部

　
部
長

　
　
小
高　
佳
美　
様

　
手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
16
箱

（
一
般
寄
附
）

浜
頓
別
町
在
住

　
　
青
海　
冷
子　
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
20
万
円

浜
鬼
志
別
在
住

　
　
藤
本　
霞　
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
30
万
円

（
ふ
る
さ
と
寄
附
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
募
集

　
４
月
１
日
〜
５
月
31
日
ま
で

　
　
　
　
１
０
０
２
万
１
千
円

【
猿
払
村
公
文
書
及
び
個
人
情

報
の
開
示
請
求
状
況
に
つ
い
て
】

　
令
和
３
年
度
は
、
公
文
書
開

示
請
求
が
１
件
あ
り
、
開
示
を

決
定
。

　
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ

く
開
示
請
求
は
な
し
。

【
介
護
人
材
の
確
保
に
関
す
る

包
括
連
携
協
定
に
つ
い
て
】

　
６
月
23
日
に
猿
払
村
及
び
猿

払
村
教
育
委
員
会
と
栗
山
町
・

栗
山
町
教
育
委
員
会
及
び
栗
山

町
立
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
と

の
間
に
お
い
て
、
介
護
人
材
の

育
成
確
保
に
関
す
る
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
た
。

　
本
協
定
は
、
包
括
的
な
連
携

の
も
と
、
介
護
分
野
に
お
け
る

人
材
の
育
成
確
保
及
び
定
着
の

促
進
並
び
に
福
祉
教
育
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
介
護
福
祉
と
い
う
仕
事
が

子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
職
業
選

択
の
一
つ
に
な
れ
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
今
後
進
め
て
い
く
も

の
。

【
令
和
３
年
度
各
会
計
の
決
算

状
況
に
つ
い
て
】

　
一
般
会
計
で
は
、
繰
越
明
許

費
充
当
財
源
を
除
い
た
７
９
５
７

万
６
０
１
９
円
を
翌
年
度
会
計

へ
繰
り
越
し
た
。

　
各
特
別
会
計
で
は
、
繰
越
明

許
費
充
当
財
源
を
除
き
、
６

会
計
の
合
計
で
１
２
２
１
万

６
８
９
１
円
を
、
翌
年
度
会
計

へ
繰
り
越
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会

計
で
は
、
収
益
的
収
支
に
お
い

て
２
千
円
の
経
常
損
失
と
な
り
、

前
年
度
か
ら
の
繰
越
利
益
剰
余

金
と
合
わ
せ
て
、
９
万
４
１
９
７

円
を
当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余

金
と
し
て
、
翌
年
度
に
繰
り
越

し
た
。

【
猿
払
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
全

道
大
会
の
結
果
に
つ
い
て
】

〇
第
23
回
ダ
イ
ハ
ツ
北
海
道

　
小
学
校
Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト

　
ン
大
会
（
北
見
市
）

　
１
・
２
年
生
の
部

　
　
田
村　
穂
高　
さ
ん

　
　
白
川　
咲
絢　
さ
ん

　
　
　
（
予
選
リ
ー
グ
敗
退
）

　
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
加
入
団
体
の
追
加
に
伴
い
、

組
合
規
約
の
一
部
を
変
更
が
必

要
と
な
っ
た
た
め
、
地
方
自
治

法
第
２
９
０
条
の
規
定
に
よ
り

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
の
加
入
団
体
の
追
加
に

伴
い
、
組
合
規
約
の
一
部
を
変

更
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
地

方
自
治
法
第
２
９
０
条
の
規
定

に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

行
政
報
告

議

決

案

第２回定例会（６月28日）
～こんなことが決まりました～

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

協定締結式は、リモートで行われた
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過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の

支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

規
定
に
基
づ
き
、
資
源
収
集
車

購
入
事
業
、
資
源
物
再
処
理
施

設
設
備
整
備
事
業
、
さ
る
ふ
つ

や
す
ら
ぎ
苑
施
設
整
備
補
助
事

業
を
計
画
に
追
加
す
る
も
の
。

【
工
事
名
】

　
児
童
館
施
設
新
築
工
事
（
建

　
築
主
体
・
電
気
設
備
）

【
契
約
先
】

　
株
式
会
社
サ
サ
キ

【
契
約
金
額
】

　
　
　
　
　
　
９
９
７
７
万
円

【
物
品
名
】

　
サ
ー
バ
機
器
、
イ
ン
タ
ー
ネ

　
ッ
ト
閲
覧
シ
ス
テ
ム
、
職
員

　
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
更
新
等

【
購
入
先
】

　
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

【
購
入
金
額
】

　
　
　
　
５
３
０
４
万
２
千
円

　
企
業
誘
致
及
び
地
域
企
業
再

生
促
進
事
業
奨
励
金
や
住
民
税

非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時

特
別
給
付
金
事
業
費
の
新
規
計

上
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金
な

ど
の
追
加
を
行
う
も
の
。

　
さ
る
ふ
つ
公
園
内
配
水
池
に

設
置
の
設
備
故
障
に
伴
う
改
修

工
事
費
な
ど
の
追
加
を
行
う
も

の
。

　
鬼
志
別
地
区
排
水
処
理
施
設

の
災
害
復
旧
事
業
費
の
新
規
計

上
な
ど
を
行
う
も
の
。

　
職
員
の
人
事
異
動
に
伴
う
給

与
費
の
精
査
及
び
基
金
積
立
金

の
追
加
を
行
う
も
の
。

　
職
員
の
人
事
異
動
に
伴
う
給

与
費
な
ど
の
追
加
を
行
う
も
の
。

　
医
療
器
械
購
入
費
な
ど
の
追

加
を
行
う
も
の
。

　
榛　
澤　
弘　
章　
氏

　
任　
期

　
令
和
４
年
６
月
30
日
か
ら

　
令
和
８
年
６
月
29
日
ま
で

私
有
地
購
入
事
業

　
翌
年
度
繰
越
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
60
万
円

住
民
記
録
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業

　
翌
年
度
繰
越
額

　
　
　
　
２
６
７
９
万
９
千
円

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す

る
臨
時
特
別
給
付
事
業

　
翌
年
度
繰
越
額

　
　
　
　
　
１
０
０
万
２
千
円

学
校
等
に
お
け
る
感
染
症
対
策

等
支
援
事
業
（
小
学
校
費
）

　
翌
年
度
繰
越
額

　
　
　
　
　
３
８
０
万
１
千
円

学
校
等
に
お
け
る
感
染
症
対
策

等
支
援
事
業
（
中
学
校
費
）

　
翌
年
度
繰
越
額

　
　
　
　
　
　
９
７
万
７
千
円

道
営
農
地
整
備
事
業
（
畑
地
帯

担
い
手
支
援
型
）

　
翌
年
度
繰
越
額

　
　
　
１
億
５
６
９
万
６
千
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
附
属
設
備
等

の
納
入
遅
れ
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
年
度
内
の
事
業
完
了
が
不

可
と
な
り
、
予
算
執
行
が
で
き

な
か
っ
た
た
め
。

商
業
振
興
事
業

　
翌
年
度
繰
越
額

　
　
　
　
　
　
　
６
８
２
万
円

　
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
の
加
入
団
体

の
追
加
に
伴
い
、
組
合
規
約
の

一
部
を
変
更
が
必
要
と
な
っ
た

た
め
、
地
方
自
治
法
第
２
９
０

の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

　
辺
地
対
策
事
業
債
を
発
行
し

て
、
知
来
別
地
区
道
路
整
備
事

業
、
知
来
別
地
区
配
水
管
布
設

整
備
事
業
及
び
知
来
別
地
区
下

水
道
管
渠
布
設
整
備
事
業
を
実

施
す
る
た
め
、
総
合
整
備
計
画

を
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
辺
地
対
策
事
業
債
を
発
行
し

て
、
浜
猿
払
配
水
池
整
備
事
業

を
実
施
す
る
た
め
、
総
合
整
備

計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
も

の
。

同

意

案

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

令
和
３
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
規
約

の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合

整
備
計
画
の
変
更（
知
来
別
辺
地
）

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合

整
備
計
画
の
変
更（
浜
猿
払
辺
地
）

猿
払
村
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
市
町
村
計
画
の
変
更

児
童
館
施
設
新
築
工
事
（
建
設
主
体

・
電
気
設
備
）
に
係
る
契
約
の
締
結

財
産
の
取
得

庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器

購
入
（
情
報
系
）

補
正
予
算

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

令
和
４
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

令
和
４
年
度
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

令
和
４
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
（
保

険
事
業
勘
定
）
補
正
予
算
（
第
１
号
）

令
和
４
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
（
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）補
正
予
算（
第
１
号
）

令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険
病
院

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

報

告

令
和
３
年
度
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

令
和
３
年
度
一
般
会
計
事
故

繰
越
し
繰
越
計
算
書
の
報
告
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【
業
務
内
容
】

　
牛
乳
・
乳
製
品
の
処
理
・
製

造
・
販
売

【
第
25
期
決
算
】

○
売
上
総
利
益

　
　
　
　
　
　
　
１
３
３
万
円

○
販
売
費
お
よ
び
一
般
管
理
費

　
　
　
　
　
３
０
０
万
７
千
円

○
営
業
損
失

　
　
　
　
▲
１
６
７
万
７
千
円

○
経
常
損
失

　
　
　
　
▲
１
６
０
万
４
千
円

○
税
引
前
当
期
純
損
失

　
　
　
　
▲
１
６
０
万
４
千
円

○
当
期
純
損
失

　
　
　
　
▲
１
６
８
万
４
千
円

★
主
な
収
支
内
訳

　
製
品
販
売
収
入

　
　
　
　
２
２
４
３
万
５
千
円

　
原
材
料
費
（
支
出
）

　
　
　
　
　
９
５
４
万
４
千
円

　
人
件
費
（
支
出
）

　
　
　
　
　
　
　
７
０
１
万
円

　
水
道
光
熱
費
（
支
出
）

　
　
　
　
　
３
０
１
万
８
千
円

【
業
務
内
容
】

　
公
共
施
設
の
清
掃
等
管
理
及

び
給
食
調
理
業
務

【
第
27
期
決
算
】

○
売
上
総
利
益

　
　
１
億
３
５
０
３
万
８
千
円

○
販
売
費
お
よ
び
一
般
管
理
費

　
　
１
億
３
４
２
６
万
６
千
円

○
営
業
利
益

　
　
　
　
　
　
　
77
万
１
千
円

○
営
業
外
収
益

　
　
　
　
　
　
　
３
万
５
千
円

○
税
引
前
当
期
純
利
益

　
　
　
　
　
　
　
80
万
６
千
円

○
当
期
純
利
益

　
　
　
　
　
　
　
63
万
３
千
円

法
人
の
経
営
状
況
等
に
つ

い
て
（
猿
払
振
興
公
社
）

法
人
の
経
営
状
況
等
に
つ
い
て

（
猿
払
村
畜
産
振
興
公
社
）

乳製品販売状況
牛乳（200㎖）
牛乳（900㎖）
アイスクリーム
ソフトクリーム
さるふつバター

29,834本
8,218本
18,767個
357本

21,457個

26,939本
12,808本
30,794個
439本

45,042個

令和３年度 令和２年度

功績を称えられる表彰～北海道町村議会議長会より

　小山内議員が北海道町村議会議長会から表彰されました。
　この表彰は、町村議会議員を15年以上在職された議員に
送られるもので、６月14日の第73回北海道町村議会議長会
定期総会において、自治功労者の表彰式が挙行されました。
　６月28日に表彰の伝達式を執り行い、太田議長より
小山内議員へ表彰状が伝達されました。

※小山内浩一　議員
　平成19年５月１日に就任し、令和４年５月１日にて
　15年在職

功績を称えられる表彰～北海道町村議会議長会より
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◆ふるさと寄附金　受領総額　２億４８５１万円
　　　　　　　　　　総件数　　　１万７９６件
◆経費充当額（経費の総額）　１億４４３９万円
◆基金積立額　　　　　　　　１億１５５１万円
◆令和３年度末　基金残高　　２億４１８５万円

令和３年度 ふるさと寄附金 運用状況について

寄附金を活用した主な事業（２００万円以上のみ記載）
・地域振興事業（暮らし応援商品券発行事業）………………………　　２４９万円
・介護予防・生活支援事業　……………………………………………　　２９１万円
・語学指導等を行う外国人青年招致事業（ＡＬＴ）…………………　　９３８万円
・語学指導等を行う外国人青年招致事業（ＣＩＲ）…………………　　８７１万円
・クラウドファンディング業務委託料　………………………………　　３３０万円
・公衆無線ＬＡＮ（Wi-Fi）環境整備事業 　…………………………　　３１８万円
・民営賃貸住宅建設促進助成事業　……………………………………　１９２５万円
・観光協会補助金　………………………………………………………　　２６３万円
・子ども医療費給付事業　………………………………………………　　３８３万円
・浜鬼志別地区宅地造成等工事　………………………………………　　２３７万円
・デマンド自動車運行事業　……………………………………………　　８３８万円
・水産廃棄物等処理施設運営費助成金　………………………………　　９００万円
・防犯灯管理費助成金　…………………………………………………　　２８６万円
・観光誘致促進事業補助金　……………………………………………　　３０４万円
・公営住宅等長寿命化計画策定業務　…………………………………　　２１１万円
・やすらぎ苑運営費補助金　……………………………………………　８１５４万円
・私有地購入費　…………………………………………………………　　７５０万円

語学指導等を行う
外国人青年招致事業（ALT）

介護予防・生活支援事業
（配食サービス）

民営賃貸住宅建設促進助成事業



【
寄
附
の
受
納
に
つ
い
て
】

（
一
般
寄
附
）

株
式
会
社　
テ
イ
シ
ン

　
代
表
取
締
役

　
　
仲
野　
信
之　
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
30
万
円

大
進
工
業　
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役

　
　
中
居　
寿
裕　
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
万
円

藤
建
設　
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
社
長

　
　
藤
田　
隆
明　
様

　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

（
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）

株
式
会
社　
銀
ビ
ル
ス
ト
ア
ー

　
代
表
取
締
役

　
　
大
塚　
英
木　
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
90
万
円

【
浅
茅
野
台
地
地
区
で
発
生
し

た
火
災
に
つ
い
て
】

　
４
月
５
日
、
浅
茅
野
台
地
地

区
に
お
い
て
、
牛
舎
を
焼
損
す

る
建
物
火
災
が
発
生
し
、
通
報

さ
れ
た
後
、
延
焼
拡
大
の
危
険

が
あ
る
と
の
判
断
か
ら
全
分
団

を
招
集
し
完
全
鎮
火
に
至
っ
た
。

　
出
火
箇
所
の
焼
損
状
況
も
激

し
く
、
出
火
原
因
の
特
定
が
困

難
な
た
め
、
調
査
の
結
果
は
、

原
因
不
明
と
判
定
さ
れ
た
。

　
被
害
に
つ
い
て
は
乳
用
牛
77

　
４
月
27
日
に
開
催
さ
れ
、
専

決
処
分
、
条
例
の
一
部
改
正
、

財
産
の
取
得
、
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
て

原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
し
ま

し
た
。

【
令
和
４
年
度
「
さ
る
ふ
つ
観

光
ま
つ
り
」
の
開
催
中
止
に
つ

い
て
】

　
４
月
７
日
に
「
さ
る
ふ
つ
観

光
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
が
開

催
さ
れ
、
例
年
不
特
定
多
数
の

人
が
訪
れ
る
こ
と
か
ら
、
感
染

症
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
大
変

困
難
で
あ
る
こ
と
、
村
民
を
は

じ
め
来
場
者
や
関
係
者
の
安
全

確
保
、
管
内
で
の
大
規
模
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
状
況
な
ど
も
総
合

的
に
勘
案
し
た
結
果
、
中
止
と

い
う
判
断
に
な
っ
た
。

　
今
後
は
、
感
染
状
況
の
推
移

を
見
な
が
ら
感
染
症
対
策
を
徹

底
し
た
上
で
、
小
規
模
イ
ベ
ン

ト
や
秋
に
向
け
物
産
を
メ
イ
ン

と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
検
討
を
進

め
て
い
く
。

頭
が
焼
死
し
た
が
、
周
辺
建
物

へ
の
延
焼
及
び
死
傷
者
の
発
生

は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　

　
ふ
る
さ
と
の
家
厨
房
の
給
湯

給
水
管
等
の
改
修
費
の
追
加
を

行
う
も
の
。

　
除
排
雪
業
務
委
託
や
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
基
金
積
立
金
な
ど

の
追
加
を
行
う
も
の
。

　
給
与
費
及
び
経
費
に
お
い
て

実
績
に
伴
い
、
精
査
を
行
う
も

の
。

　
本
年
４
月
か
ら
施
行
の
地
方

税
法
の
改
正
に
伴
い
、
本
条
例

の
該
当
部
分
を
改
正
す
る
も
の
。 　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
収
入
が
減
少
し

た
被
保
険
者
に
係
る
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て
、
令

和
４
年
度
も
対
象
と
す
る
た
め
、

本
条
例
の
該
当
部
分
を
改
正
し
、

本
年
４
月
よ
り
適
用
す
る
も
の
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
収
入
が
減
少
し

た
第
１
号
被
保
険
者
に
係
る
介

護
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
度
も
対
象
と
す
る
た

め
、
本
条
例
の
該
当
部
分
を
改

正
し
、
本
年
４
月
よ
り
適
用
す

る
も
の
。

　
【
物
品
名
】

　
除
雪
ト
ラ
ッ
ク

【
契
約
先
】

　
吉
川
自
動
車
工
業
株
式
会
社

【
契
約
金
額
】

　
　
　
　
　
　
６
３
２
５
万
円

【
工
事
名
】

鬼
志
別
保
育
所
設
備
等
改
修
工

事
（
２
期
）

【
契
約
先
】

　
日
進
・
大
進
経
常
建
設
共
同

企
業
体

【
契
約
金
額
】

　
　
　
　
１
億
４
０
２
５
万
円

　　
令
和
３
年
度
国
の
補
正
予
算

に
計
上
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
財
源
と
し
て
、

商
工
業
者
へ
の
支
援
の
ほ
か
、

各
公
共
施
設
に
お
け
る
衛
生
環

境
の
向
上
及
び
感
染
対
策
に
係

る
経
費
の
追
加
を
行
う
も
の
。

条

例

８さるふつ議会だより　№170

第
２
回
臨
時
会

専
決
処
分

猿
払
村
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

財
産
の
取
得

行
政
報
告

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
13
号
）

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
14
号
）

令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
病
院

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

村
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

猿
払
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

除
雪
機
械
購
入

議

決

案

鬼
志
別
保
育
所
設
備
等
改
修
工
事

（
２
期
）
に
係
る
契
約
の
締
結

補
正
予
算

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）



研
修
会
参
加

研
修
会
参
加

９ さるふつ議会だより　№170

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
３

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
政
治
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
泉　
宏
（
い

ず
み　
ひ
ろ
し
）
氏
を
講
師
に

迎
え
「
参
院
選
最
終
情
勢
分
析

と
選
挙
後
の
政
局
展
望
」
を
テ

ー
マ
で
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

　
７
月
５
日
、
６
日
、
７
日
、

前
述
の
北
海
道
町
村
議
会
議
員

研
修
会
の
前
後
で
、
道
内
先
進

地
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

清
水
町
の
災
害
対
応
木
造
応
急

仮
設
住
宅
及
び
道
内
各
地
の
道

の
駅
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
災
害
対
応
木
造
応
急
仮
設
住

宅
は
、
北
海
道
の
木
造
応
急
仮

設
住
宅
実
験
事
業
に
よ
り
、
被

災
者
が
よ
り
快
適
で
健
康
的
に

生
活
で
き
る
仮
設
住
宅
の
検
証

を
行
う
た
め
、
昨
年
12
月
に
建

設
さ
れ
た
も
の
で
、
施
工
業
者

の
方
か
ら
事
業
の
説
明
を
受
け
、

施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
今
年

４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
音

更
町
や
同
月
に
開
館
さ
れ
た
屋

内
交
流
・
遊
戯
施
設
の
あ
る
留

萌
市
な
ど
合
計
５
箇
所
の
先
進

的
な
道
の
駅
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
本
条
例
に
お
い
て
引
用
し
て

い
る
法
律
名
誤
り
が
発
覚
し
、

題
名
及
び
第
１
条
に
お
い
て
文

言
の
修
正
を
行
う
も
の
。

　
７
月
６
日
、
札
幌
市
の
札
幌

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会

が
開
催
さ
れ
、
８
名
が
参
加
。

　
本
研
修
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

猿
払
村
職
員
の
公
益
法
人
等
へ
の

職
員
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

報

告

災害対応木造応急仮設住宅（清水町）道の駅 るもい（留萌市）

道の駅 かみしほろ（上士幌町）道の駅 あびらＤ51ステーション（安平町）

道
内
先
進
地
視
察
研
修

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会



　
第
22
回
目
は
、
浜
鬼
志
別
に
お
住
ま
い
の
千
葉
諭
さ
ん
由
佳

里
さ
ん
ご
夫
妻
で
す
。
諭
さ
ん
は
室
蘭
市
、
由
佳
里
さ
ん
は
芦

別
市
出
身
で
、
本
州
で
出
会
い
結
婚
し
、
７
年
ほ
ど
札
幌
市
で

住
ま
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
二
人
の
趣
味
で
あ
る
釣
り
が
き
っ

か
け
で
平
成
25
年
か
ら
猿
払
村
に
移
り
住
ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
、
諭
さ
ん
は
水
産
関
係
の
事
業
所
で
仕
事
を
し
て
お
り
、

由
佳
里
さ
ん
は
、
絵
を
描
く
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
活
動
し
て

お
り
、
村
内
で
絵
画
展
を
開
く
な
ど
の
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―

猿
払
村
で
の
暮
ら
し
は
ど
う
で
す
か
？

（
由
佳
里
さ
ん
）
前
に
住
ん
で
い
た
札
幌
市
と
比
べ
て
、
田
舎

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
静
か
で
の
ん
び
り
と
し
て
住
み
や
す

い
で
す
。

（
諭
さ
ん
）
今
は
村
営
住
宅
に
住
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
窓
が

ペ
ア
ガ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
気
密
性
が
あ
り
、
寒
い
冬

に
は
あ
た
た
か
く
て
快
適
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

―
―

猿
払
村
で
暮
ら
し
て
い
て
、
困
っ
た
と
こ
ろ
な
ど
あ
り
ま

す
か
？

（
由
佳
里
さ
ん
）
海
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
村
内
の
お
店
で

は
、
魚
介
類
が
あ
ま
り
手
に
入
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
野

菜
も
十
分
な
品
ぞ
ろ
え
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、
献
立
を
決
め
る

と
き
に
少
し
困
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
諭
さ
ん
）
こ
れ
ま
で
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
れ
た
方
も
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
市
販
薬
が
売
っ
て
い
る
薬
局
や
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
が
あ
れ
ば
い
ざ
と
い
う
と
き
に
助
か
り
ま
す
。

―
―

猿
払
村
に
望
む
と
こ
ろ
は
？

（
由
佳
里
さ
ん
）
今
の
と
こ
ろ
、
猿
払
村
に
骨
を
埋
め
る
覚
悟

で
い
ま
す
の
で
、
質
の
良
い
、
病
院
や
介
護
施
設
が
あ
れ
ば
、

不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
諭
さ
ん
）
民
間
ア
パ
ー
ト
を
村
の
助
成
制
度
を
利
用
し
建
設

し
て
い
ま
す
が
、
公
営
住
宅
の
よ
う
に
、
入
居
募
集
の
情
報
が

あ
る
と
助
か
り
ま
す
。

―
―

議
会
の
活
動
に
対
す
る
率
直
な
ご
意
見
や
今
後
の
議
会
に

期
待
す
る
こ
と
等
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

（
由
佳
里
さ
ん
）
議
会
だ
よ
り
が
わ
か
り
づ
ら
い
と
こ
ろ
も
あ

る
の
で
、
村
民
に
も
わ
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
に
砕
け
た
部

分
が
あ
っ
て
も
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

―
―

貴
重
な
ご
意
見
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あなたの声
村議会に

聞かせてください

をあなたの声
村議会に

聞かせてください

を
第  　回22

さ
る
ふ
つ
議
会
だ
よ
り
170
号
令
和
４
年
８
月
１
日
発
行

〒
０
９
８
ー
６
２
３
２

発
行
▼
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議
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広
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特
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山
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清
志

森　
　
克
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笠
井　
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哉

委
員
長

副
委
員
長

委　
　
員

村議会は、村の予算や身近な問題について話し合う大切な会議の場です。
お問い合わせは、議会事務局へお気軽にお尋ね下さい。【電話2-3366】

第　　回21

浜鬼志別

千葉　諭 さん
ち ば さとし

由佳里 さん
ゆ か り

議員山  森  清  志
やま きよ しもり

10さるふつ議会だより　№170

議員議員

■インタビュアー
　議会広報特別委員会委員

　　　　　　　笠井　哲哉
かさ い てつ や

次の定例議会の開催は、
９月７日～９日の予定です。
次の定例議会の開催は、

９月７日～９日の予定です。

　
こ
の
２
年
あ
ま
り
世
界
を
混
沌
と
さ
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
、
徐
々
に
落
ち
着
き
を
み
せ
て
い
ま
す
が
、
し
か
し
、

ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
に
入
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
か
ら
端
を
発
し
た
世
界
経
済

の
不
安
定
は
、
円
安
を
進
め
、
さ
ら
に
資
材
の
高
騰
や
物
価
高
が

会
社
経
営
や
家
計
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
は
、

日
本
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
今
後
の
推
移
を
注
視

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
円
安
効
果
に
よ
り
海
外

か
ら
の
旅
行
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
近
年
は
、
個
人
で
の

国
内
旅
行
者
も
増
え
て
い
ま
す
が
、
旅
行
者
は
訪
れ
た
場
所
で
お

金
を
使
い
、
そ
れ
が
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
将
来

の
財
政
の
安
定
に
も
つ
な
が
り
、
結
果
的
に
地
域
住
民
の
生
活
の

豊
か
さ
に
反
映
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
財
政
難
と
言
わ
れ
て
い
る
昨

今
、
自
治
体
は
自
分
で
稼
ぐ
手
段
を
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
様
な
将
来
を
見
据
え
た
様
々
な
提
案
を
し
て
い
く
の
も
議
員

の
役
割
の
ひ
と
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
４
月
に
は
、
４
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
統
一
地
方
選
挙
が
施

行
さ
れ
ま
す
。
近
年
は
投
票
率
の
低
下
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

住
民
に
と
っ
て
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
議
会
や

議
員
も
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
猿
払
村
議
会
に
は
、

「
議
会
広
報
特
別
委
員
会
」
や
「
議
会
改
革
等
検
討
特
別
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
委
員
会
の
設
置
は
、
議
会

へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
の
が
設
置
目
的
で
す
。

　
政
治
は
住
民
の
生
活
に
直
結
し
て
い
ま
す
。
議
員
は
住
民
の
生

活
向
上
の
た
め
、
問
題
点
の
指
摘
や
改
善
を
村
に
求
め
る
の
が
役

割
で
す
。
ま
す
ま
す
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
住
民

の
生
活
向
上
の
た
め
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。


